
〇

〇

発 行 内 閣 府
（原稿作成 国立印刷局）

そ

の

他

告

示

別
記募

集
型
企
画
旅
行
の
表
示
に
関
す
る
公
正
競
争
規
約
の
一
部
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

次
の
表
中
変
更
後
の
欄
の
下
線
の
表
示
部
分
を
加
え
る
。

変
更

後
変

更
前

（
募
集
広
告
の
必
要
表
示
事
項
）

（
募
集
広
告
の
必
要
表
示
事
項
）

第
６
条
事
業
者
は
、
募
集
型
企
画
旅
行
に
つ
い
て

募
集
広
告
を
行
う
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を

施
行
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
表
示
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
６
条
事
業
者
は
、
募
集
型
企
画
旅
行
に
つ
い
て

募
集
広
告
を
行
う
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を

施
行
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
表
示
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。


～

（
略
）


～

（
略
）


協
議
会
マ
ー
ク
又
は
ロ
ゴ
マ
ー
ク
















２
・
３
（
略
）

２
・
３
（
略
）

附

則

こ
の
規
約
の
変
更
は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

目

次

令和年月日 水曜日 第号官 報


〇
公
正
取
引
委
員
会

消

費

者

庁
告
示
第
九
号

不
当
景
品
類
及
び
不
当
表
示
防
止
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
三
十
四
号
）
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
募
集
型
企
画
旅
行
の
表
示
に
関
す
る
公
正
競
争
規
約
（
平
成
四
年
公
正
取
引
委
員
会
告
示
第
二
十
六
号
）
の
一
部

変
更
を
認
定
し
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

公
正
取
引
委
員
会
委
員
長

茶
谷

栄
治

消
費
者
庁
長
官

堀
井
奈
津
子

一

旅
行
業
公
正
取
引
協
議
会
（
会
長

橋
本

肇
）
の
申
請
に
係
る
募
集
型
企
画
旅
行
の
表
示
に
関
す
る
公
正
競

争
規
約
の
一
部
変
更
を
令
和
八
年
九
月
十
六
日
付
け
で
認
定
し
た
。

二

規
約
に
係
る
事
業
の
種
類

旅
行
業
及
び
旅
行
業
者
代
理
業

三

規
約
の
内
容

別
記
の
と
お
り
変
更
す
る
。

四

認
定
の
理
由

規
約
の
一
部
変
更
の
内
容
を
検
討
し
た
結
果
、
当
該
規
約
の
一
部
変
更
は
、
不
当
景
品
類
及
び
不
当
表
示
防
止
法

第
三
十
六
条
第
二
項
各
号
の
認
定
要
件
に
適
合
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。

〇
文
部
科
学
省
告
示
第
百
十
九
号

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
百
四
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
文
化
財
の
保
存
技
術
を
選
定
保
存
技
術
と
し
て
選
定
し
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
団
体
を
当

該
選
定
保
存
技
術
の
保
存
団
体
と
し
て
認
定
し
た
の
で
、
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
七
十
一
条
第
三
項

の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

文
部
科
学
大
臣

関

芳
弘

〔
そ
の
他
告
示
〕

〇
募
集
型
企
画
旅
行
の
表
示
に
関
す
る
公
正

競
争
規
約
の
一
部
変
更
を
認
定
し
た
件

（
公
正
取
引
委
・
消
費
者
庁
九
）

〇
選
定
保
存
技
術
の
選
定
及
び
保
存
団
体
の

認
定
の
件
（
文
部
科
学
一
一
九
）

〇
農
薬
の
登
録
が
失
効
し
た
件

（
農
林
水
産
一
五
八
六
）

〇
保
安
林
の
指
定
を
す
る
件

（
同
一
五
八
七
〜
一
六
〇
二
）

〇
砂
防
法
第
二
条
の
土
地
を
指
定
す
る
件

（
国
土
交
通
一
二
八
五
、
一
二
八
七
、
一

二
八
八
）

〇
一
般
財
団
法
人
新
日
本
検
定
協
会
か
ら
登

録
事
項
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
件

（
同
一
二
八
六
）

〇
都
市
計
画
に
関
す
る
件

（
東
北
地
方
整
備
局
一
〇
四
）

〇
道
路
に
関
す
る
件
（
同
一
〇
五
）

〔
国
会
事
項
〕

〔
人
事
異
動
〕

内
閣

法
務
省

最
高
裁
判
所

〔
官
庁
報
告
〕

官
庁
事
項

貸
金
業
法
第
三
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

る
日
本
貸
金
業
協
会
か
ら
の
届
出
に
関
す
る

公
示
（
金
融
庁
）

法

務

公
証
人
任
免
（
法
務
省
）

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に

関
す
る
法
律
第
三
十
二
条
の
五
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
適
格
都
道
府
県
セ
ン
タ
ー
の
認
定

を
受
け
た
公
益
財
団
法
人
岐
阜
県
暴
力
追
放

推
進
セ
ン
タ
ー
か
ら
代
表
者
変
更
の
届
出
が

あ
っ
た
件
（
国
家
公
安
委
告
示
配
一
三
）

原
戸
籍
の
一
部
が
滅
失
し
た
件

（
法
務
省
告
示
配
一
五
八
）

選
定
保
存
技
術
の
選
定
及
び
保
持
者
の
認
定

の
件
（
文
部
科
学
省
告
示
配
七
）

選
定
保
存
技
術
の
保
持
者
の
追
加
認
定
の
件

（
同
八
）

選
定
保
存
技
術
の
保
持
者
の
認
定
解
除
の
件

（
同
九
）

選
定
保
存
技
術
の
保
持
者
死
亡
に
よ
る
選
定

解
除
及
び
認
定
解
除
の
件（
同
一
〇
、
一
一
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁押

収
物
還
付
、
財
団
関
係

裁
判
所

相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
除
権
決
定
、

破
産
、
特
別
清
算
、
会
社
更
生
、
再
生
、

所
有
者
不
明
関
係

会
社
そ
の
他





上

欄

下

欄

文
化
財
の
保
存
技
術

保

存

団

体

無
形
文
化
財
等
関
係

名

称

団
体
の
名
称

代
表
者

事
務
所
の
所
在
地

能
扇
製
作

能
扇
製
作
技
術
保
存
会

会
長
福
井

芳
宏

京
都
府
京
都
市
中
京
区
両
替
町
通

二
条
上
る
北
小
路
町
一
一
〇

令和年月日 水曜日 第号官 報

令
和
８
年
８
月
31日
付
け
を
も
っ
て
登
録
失
効
し
た
も
の

登
録
番
号

農
薬
の
種
類

農
薬
の
名
称

製
造
者
又
は
輸
入
者
の
氏
名
及
び
住
所

16720
フ
ル
バ
リ
ネ
ー
ト
く
ん
煙

剤
日
曹
マ
ブ
リ
ッ
ク
ジ
ェ
ッ

ト
東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
二
丁
目
７
番
２
号

日
本
曹
達
株
式
会
社
取
締
役
社
長
阿
賀
英

司

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
八
十
六
号

農
薬
取
締
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
八
十
二
号
）
第
十
一
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
農
薬
の
登
録
は
失
効

し
た
の
で
、
同
法
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

武
部

新

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
九
十
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

武
部

新

一

保
安
林
の
所
在
場
所

山
梨
県
甲
府
市
中
畑
町
字
滝

戸
山
一
二
八
四
の
一
九
〇
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。）

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か

ん

養

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

滝
戸
山
一
二
八
四
の
一
九
〇
（
次
の
図
に
示

す
部
分
に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
山
梨
県
庁
及
び
甲
府
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
八
十
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

武
部

新

一

保
安
林
の
所
在
場
所

山
梨
県
北
都
留
郡
小
菅
村
字

宮
川
六
二
五
三
、
六
二
五
四
、
六
二
五
六
、六
二
五
八
、

六
二
五
九
の
一
、
字
今
川
六
二
六
〇
、六
二
六
〇
の
乙
、

六
二
六
四
、
六
二
六
五
、
字
日
向
今
川
六
三
五
九
か
ら

六
三
六
三
ま
で
、
六
三
七
〇
、
六
三
七
二
の
一
、
六
三

七
二
の
二
、
六
三
七
四
か
ら
六
三
七
六
ま
で

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

宮
川
六
二
五
六
・
六
二
五
九
の
一
・
字
日
向

今
川
六
三
七
二
の
一
・
六
三
七
四
（
以
上
四
筆
に

つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
山
梨
県
庁
及
び
小
菅
村
役
場
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
八
十
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

武
部

新

一

保
安
林
の
所
在
場
所

山
梨
県
大
月
市
大
月
町
真
木

字
梅

保
二
八
二
二
の
二
、
二
八
二
二
の
五
、
字
一
ノ

沢
四
四
三
二
の
一
、
四
四
三
二
の
二
、四
四
三
二
の
四
、

四
四
三
二
の
五
、
四
四
三
四
の
一
、
四
四
三
四
の
三

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

梅

保
二
八
二
二
の
五
・
字
一
ノ
沢
四
四
三

二
の
一
・
四
四
三
二
の
五
（
以
上
三
筆
に
つ
い
て

次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
山
梨
県
庁
及
び
大
月
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
八
十
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

武
部

新

一

保
安
林
の
所
在
場
所

山
梨
県
上
野
原
市
秋
山
字
押

出
川
原
一
五
三
〇
か
ら
一
五
三
二
ま
で
、
一
五
三
四
の

二
、
一
五
三
四
の
三
、
一
五
三
六
の
一
、
一
五
三
七
か

ら
一
五
四
〇
ま
で
、
字
日
蔭
六
海
戸
一
五
四
一
、
一
五

四
二

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

押
出
川
原
一
五
三
四
の
二
・
一
五
三
六
の
一

（
以
上
二
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
山
梨
県
庁
及
び
上
野
原
市
役
所

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
九
十
一
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

武
部

新

一

保
安
林
の
所
在
場
所

山
梨
県
上
野
原
市
秋
山
字
奈

良
山
一
二
七
八
〇
、
一
二
七
八
〇
の
内
一
、
一
二
七
八

〇
の
内
三

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

奈
良
山
一
二
七
八
〇
（
次
の
図
に
示
す
部
分

に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
山
梨
県
庁
及
び
上
野
原
市
役
所

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）





令和年月日 水曜日 第号官 報

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
九
十
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

武
部

新

一

保
安
林
の
所
在
場
所

熊
本
県
球
磨
郡
山
江
村
大
字

万
江
丙
字
水
無
一
一
四
の
一
六
五
、
一
一
四
の
一
六
八

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

水
無
一
一
四
の
一
六
五
（
次
の
図
に
示
す
部

分
に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
九
十
二
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

武
部

新

一

保
安
林
の
所
在
場
所

山
梨
県
都
留
市
井
倉
字
池
ノ

山
一
八
八
六
の
一
八
、
一
八
八
六
の
一
九

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

池
ノ
山
一
八
八
六
の
一
八
（
次
の
図
に
示
す

部
分
に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
山
梨
県
庁
及
び
都
留
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
九
十
三
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

武
部

新

一

保
安
林
の
所
在
場
所

山
梨
県
甲
府
市
古
関
町
字
川

野
三
〇
一
八
の
二
二
・
三
〇
五
八
・
三
〇
五
九
・
三
〇

六
一
（
以
上
四
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。）、
三
〇
一
八
の
八
、
三
〇
一
八
の
三
二

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

川
野
三
〇
一
八
の
八
・
三
〇
一
八
の
二
二
・

三
〇
一
八
の
三
二
・
三
〇
五
八
・
三
〇
五
九
・
三

〇
六
一
（
以
上
六
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部

分
に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
山
梨
県
庁
及
び
甲
府
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
九
十
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

武
部

新

一

保
安
林
の
所
在
場
所

鳥
取
県
鳥
取
市
・
八
頭
郡
智

頭
町
（
以
上
一
市
一
町
国
有
林
。
次
の
図
に
示
す
部
分

に
限
る
。）

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
鳥
取
県
庁
並
び
に
鳥
取
市
役
所

及
び
智
頭
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
九
十
五
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

武
部

新

一

保
安
林
の
所
在
場
所

広
島
県
山
県
郡
北
広
島
町
丁

保
余
原
字
岡
谷
一
〇
二
六
三
の
一
七
七
、
一
〇
二
六
三

の
一
七
八
、
一
〇
二
六
三
の
一
八
五
、
一
〇
二
六
三
の

一
八
六

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

岡
谷
一
〇
二
六
三
の
一
七
七
・
一
〇
二
六
三

の
一
七
八
・
一
〇
二
六
三
の
一
八
五
・
一
〇
二
六

三
の
一
八
六
（
以
上
四
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示

す
部
分
に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
広
島
県
庁
及
び
北
広
島
町
役
場

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
九
十
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

武
部

新

一

保
安
林
の
所
在
場
所

熊
本
県
球
磨
郡
相
良
村
大
字

四
浦
西
字
小
川
内
三
九
四
六
の
四
（
国
有
林
）、
三
九

六
〇
の
一
四

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

小
川
内
三
九
四
六
の
四
（
国
有
林
。
次
の
図

に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
三
九
六
〇
の
一
四
（
次

の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
熊
本
県
庁
及
び
相
良
村
役
場
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
九
十
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

武
部

新

一

保
安
林
の
所
在
場
所

熊
本
県
阿
蘇
郡
南
小
国
町
大

字
満
願
寺
字
中
村
八
八
二
三
、
八
八
二
四
の
一

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

中
村
八
八
二
三
・
八
八
二
四
の
一
（
以
上
二

筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
熊
本
県
庁
及
び
南
小
国
町
役
場

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）





一
般
財
団
法
人
新
日
本
検
定
協
会
か
ら
登
録
事
項

の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
件

九
州
事
業
所
の
変
更

事
業
所
の
所
在
地
の
変
更

変
更
前
福
岡
県
北
九
州
市
門
司
区
東
本
町
一
丁

目
６
番
24号

変
更
後
福
岡
県
北
九
州
市
門
司
区
庄
司
町
１
番

７
号

変
更
年
月
日

令
和
八
年
十
月
二
十
日

令和年月日 水曜日 第号官 報

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
熊
本
県
庁
及
び
山
江
村
役
場
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
二
百
八
十
六
号

船
舶
安
全
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
十
一
号
）
第
二
十
八

条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
五
条
の
五
十

の
規
定
に
基
づ
き
、
一
般
財
団
法
人
新
日
本
検
定
協
会
か

ら
登
録
事
項
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二

十
八
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
五
条
の

六
十
二
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
、
公
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

井
林

辰
憲

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
九
十
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

武
部

新

一

保
安
林
の
所
在
場
所

熊
本
県
葦
北
郡
芦
北
町
大
字

大
岩
字
南
平
一
三
九
二
、
一
三
九
二
の
三

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

南
平
一
三
九
二
・
一
三
九
二
の
三
（
以
上
二

筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
熊
本
県
庁
及
び
芦
北
町
役
場
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
六
百
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

武
部

新

一

保
安
林
の
所
在
場
所

熊
本
県
球
磨
郡
あ
さ
ぎ
り
町

岡
原
北
字
宇
土
山
一
三
九
四

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

宇
土
山
一
三
九
四
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に

限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
熊
本
県
庁
及
び
あ
さ
ぎ
り
町
役

場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
六
百
一
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

武
部

新

一

保
安
林
の
所
在
場
所

熊
本
県
人
吉
市
古
仏
頂
町
字

荒
野
八
六
四
の
一
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
熊
本
県
庁
及
び
人
吉
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
六
百
二
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

武
部

新

一

保
安
林
の
所
在
場
所

熊
本
県
球
磨
郡
多
良
木
町
大

字
黒
肥
地
字
葉
木
一
〇
一
六
四

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
熊

本
県
庁
及
び
多
良
木
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
二
百
八
十
五
号

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の

規
定
に
よ
り
、
同
条
の
土
地
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の

で
、
砂
防
法
施
行
規
程
（
明
治
三
十
年
勅
令
第
三
百
八
十

二
号
）
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

井
林

辰
憲

一

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

滑
津
沢
二

二

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
五
十
六

号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
五
十
六
号

を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

宮
城
県
刈
田
郡
七
ケ
宿
町

字
小
松
沢

一
七
番
一

一
号
か
ら
五
号
ま
で
、
五
十

五
号
及
び
五
十
六
号

二
四
番

六
号
か
ら
十
七
号
ま
で

二
九
番
五

十
八
号
か
ら
二
十
六
号
ま
で

二
一
番

二
十
七
号
か
ら
三
十
七
号
ま

で

一
番
六

三
十
八
号
及
び
三
十
九
号

一
番
五

四
十
号
か
ら
四
十
二
号
ま
で

一
番
一

四
十
三
号
か
ら
四
十
六
号
ま

で

一
九
番

四
十
七
号
か
ら
五
十
号
ま
で

一
六
番

五
十
一
号
か
ら
五
十
四
号
ま

で

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
二
百
八
十
七
号

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の

規
定
に
よ
り
、
同
条
の
土
地
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の

で
、
砂
防
法
施
行
規
程
（
明
治
三
十
年
勅
令
第
三
百
八
十

二
号
）
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

井
林

辰
憲

一

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

泉
田
川

二

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
九
号
ま

で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
九
号
を
結
ん
だ

線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域
（
昭
和
二
十
七
年
建
設
省

告
示
第
七
百
十
七
号
で
指
定
し
た
土
内
川
に
掲
げ
る
土

地
の
区
域
及
び
昭
和
五
十
六
年
建
設
省
告
示
第
千
五
百

一
号
で
指
定
し
た
同
号
二
に
掲
げ
る
土
地
の
区
域
を
除

く
。）

山
形
県
新
庄
市
大
字
萩
野

字
伽
室
外
二
国
有
林

二
〇
四
六
林
班
ろ
小
班

一
号
か
ら
三
号
ま
で
及

び
九
号

二
〇
四
六
林
班
へ
一
小
班

四
号
、
六
号
及
び
七
号

二
〇
四
六
林
班
へ
小
班

五
号

二
〇
五
四
林
班
た
二
小
班

八
号

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
二
百
八
十
八
号

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の

規
定
に
よ
り
、
同
条
の
土
地
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の

で
、
砂
防
法
施
行
規
程
（
明
治
三
十
年
勅
令
第
三
百
八
十

二
号
）
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

井
林

辰
憲





点
北
緯

東
経

一

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

西
の
平
井
東
沢

二

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

愛
知
県
知
多
郡
南
知
多
町
大
字
豊
浜
の
区
域
内
の
土

地
の
う
ち
、
次
の
一
点
か
ら
八
点
ま
で
を
順
次
結
ん
だ

線
、
八
点
と
九
点
を
令
和
五
年
国
土
交
通
省
告
示
第
三

百
三
十
六
号
で
指
定
し
た
同
号
一
に
掲
げ
る
土
地
の
境

界
線
に
沿
っ
て
結
ん
だ
線
、
九
点
か
ら
十
五
点
ま
で
を

順
次
結
ん
だ
線
及
び
一
点
と
十
五
点
を
平
成
二
十
八
年

国
土
交
通
省
告
示
第
八
百
十
一
号
で
指
定
し
た
同
号
一

に
掲
げ
る
土
地
の
境
界
線
に
沿
っ
て
結
ん
だ
線
に
囲
ま

れ
た
土
地
の
区
域

１
34
42
298411

136
55
436268

２
34
42
300611

136
55
444690

３
34
42
309451

136
55
447431

４
34
42
316166

136
55
440902

５
34
42
322108

136
55
442593

６
34
42
327423

136
55
459133

７
34
42
332776

136
55
452135

８
34
42
335156

136
55
443039

９
34
42
340810

136
55
446444

10
34
42
332251

136
55
465671

11
34
42
324448

136
55
465634

12
34
42
316396

136
55
446133

13
34
42
309744

136
55
453786

14
34
42
296310

136
55
450891

15
34
42
295265

136
55
441297

国
会
事
項

人
事
異
動

令和年月日 水曜日 第号官 報
〇
東
北
地
方
整
備
局
告
示
第
百
四
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
道
路
事
業
の
施
行
に
つ
い

て
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

東
北
地
方
整
備
局
長

小
島

優

一

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

盛
岡
広
域
都
市
計
画
道
路
事
業
３
・
４
・
１
３
８
号
藤
沢
永
井
線

二

施
行
者
の
名
称

国
土
交
通
大
臣

三

事
務
所
の
所
在
地

岩
手
県
盛
岡
市
上
田
四
丁
目
二
番
二
号
（
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
岩
手
河
川
国
道
事
務
所
）

四

事
業
地
の
所
在

収
用
の
部
分

岩
手
県
紫
波
郡
矢
巾
町
大
字
藤
沢
第
五
地
割
、
大
字
藤
沢
第
八
地
割
、
大
字
藤
沢
第
四
地
割
、
大
字

高
田
第
十
地
割
、
大
字
高
田
第
九
地
割
、
大
字
高
田
第
八
地
割
、
大
字
高
田
第
五
地
割
、
大
字
高
田
第
七
地
割
、

大
字
高
田
第
六
地
割
、
大
字
下
矢
次
第
三
地
割
、
大
字
下
矢
次
第
五
地
割
、
大
字
下
矢
次
第
四
地
割
、
大
字
上
矢

次
第
七
地
割
、
大
字
上
矢
次
第
五
地
割
、
大
字
広
宮
沢
第
八
地
割
、
大
字
広
宮
沢
第
九
地
割
、
大
字
広
宮
沢
第
十

地
割
、
大
字
赤
林
第
十
三
地
割
、
大
字
赤
林
第
六
地
割
、
大
字
赤
林
第
五
地
割
、
大
字
赤
林
第
二
地
割
、
大
字
赤

林
第
三
地
割
及
び
大
字
赤
林
第
四
地
割
並
び
に
盛
岡
市
永
井
四
地
割
、
永
井
三
地
割
、
永
井
二
地
割
、
永
井
一
地

割
及
び
下
飯
岡
二
十
地
割
地
内

使
用
の
部
分

岩
手
県
紫
波
郡
矢
巾
町
大
字
高
田
第
十
地
割
、
大
字
高
田
第
九
地
割
、
大
字
高
田
第
六
地
割
、
大
字

下
矢
次
第
三
地
割
、
大
字
下
矢
次
第
四
地
割
、
大
字
広
宮
沢
第
八
地
割
、
大
字
広
宮
沢
第
九
地
割
、
大
字
広
宮
沢

第
十
地
割
及
び
大
字
赤
林
第
四
地
割
並
び
に
盛
岡
市
永
井
四
地
割
地
内

〇
東
北
地
方
整
備
局
告
示
第
百
五
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
十
月
二
十
一
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

東
北
地
方
整
備
局
長

小
島

優

道
路
の
種
類

一
般
国
道

路

線

名

四
十
八
号

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

仙
台
市
青
葉
区
作
並
字
川
崎
二
番
二
か
ら
同
市
青
葉
区
作
並

字
御
櫃
前
南
一
番
一
ま
で

前後

一
八
・
三
〇
〜
二
四
・
八
〇

一
八
・
三
〇
〜
三
一
・
九
一

〇
・
〇
八
〇

〇
・
〇
八
〇

図
面
縦
覧
場
所

東
北
地
方
整
備
局
及
び
同
局
仙
台
河
川
国
道
事
務
所

衆

議

院

質
問
書
転
送

十
月
十
九
日
次
の
質
問
主
意
書
を
内
閣
に
転
送
し
た
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
男
性
接
種
の
定
期
接
種
化
に
係
る

費
用
対
効
果
評
価
に
関
す
る
質
問
主
意
書

Ｒ
Ｄ
ワ
ー
カ
ー
と
い
わ
れ
る
難
病
患
者
等
の
就
労
促
進

に
関
す
る
質
問
主
意
書

会
議十

月
二
十
日
（
火
曜
日
）

午
後
一
時

本
会
議

参

議

院

質
問
主
意
書
提
出

十
月
十
九
日
議
員
か
ら
次
の
質
問
主
意
書
が
提
出
さ
れ

た
。公

共
交
通
機
関
等
の
車
両
・
船
舶
の
使
用
停
止
処
分
と

利
用
者
へ
の
影
響
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
石
垣
の
り

こ
提
出
）（
第
一
〇
号
）

質
問
主
意
書
転
送

十
月
十
九
日
次
の
質
問
主
意
書
を
内
閣
に
転
送
し
た
。

ガ
ザ
地
区
外
へ
の
医
療
搬
送
を
必
要
と
す
る
患
者
の
日

本
で
の
受
入
れ
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
奥
田
ふ
み
よ

提
出
）（
第
七
号
）

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
廃
止
措
置
等
に
向
け
た
中

長
期
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
奥
田
ふ

み
よ
提
出
）（
第
八
号
）

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
に
基
づ
く
入
国
拒
否
理

由
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
奥
田
ふ
み
よ
提
出
）（
第
九

号
）

内

閣

武
部

新

国
務
大
臣
に
任
命
す
る

国
務
大
臣

簗

和
生

願
に
依
り
本
官
を
免
ず
る

同

武
部

新

農
林
水
産
大
臣
を
命
ず
る
（
以
上
十
月
十
五
日
）

〇
財
務
大
臣
臨
時
代
理
解
職

国
務
大
臣

藤
井
比
早
之

財
務
大
臣
片
山
さ
つ
き
帰
朝
に
つ
き
内
閣
法
第
十
条
の
規

定
に
よ
る
臨
時
に
財
務
大
臣
の
職
務
を
行
う
国
務
大
臣
と

し
て
の
指
定
を
解
く

同

藤
井
比
早
之

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
片
山
さ
つ
き
帰
朝
に
つ
き
内
閣
府

特
命
担
当
大
臣
（
金
融
）
事
務
代
理
を
免
ず
る

特
命
全
権
大
使

南

博
之

国
際
テ
ロ
対
策
・
組
織
犯
罪
対
策
協
力
の
た
め
の
日
本
政

府
代
表
を
免
ず
る

山
岸

秀
彬

田
郷
岡
彩
香

岩
﨑

雄
亮

棚
井

啓

森
里

紀
之

依
田

吉
人

橋
口

佳
典

猪
坂

剛

大
谷

恵
子

坂
本

智

中
村

英
晴

横
倉
雄
一
郎

家
入

美
香

小
嶋

順
平

渡
辺

健
一

野
々
山
優
子

小
川

清
明

重
髙

啓

永
田

雄
一

石
上

興
一

小
川

貴
紀

髙
木
寿
美
子

村

治
邦

松
井

雅
典

大
久
保
優
子

澤
田

博
之

沖
本

尚
紀

髙
山

慎

宮
川

広
臣

村
木

洋
二

佐
野

倫
久

三
重
野
真
人

石
原

和
孝

宮
﨑
純
一
郎

能
宗

美
和

伊
澤

大
介

佐
久
間

隆

松
井

俊
洋

内
山

裕
史

光

絢
子

馬
場

崇

平
野

佑
子

天
野

研
司

佐
藤

政
達

島
﨑

卓
二

瀧
川
和
歌
子

中
野

晴
行

吉
岡

透

信
夫
絵
里
子

甲
元

依
子

舘
野

俊
彦

宇
野

遥
子

長
尾

崇

日
野

進
司

鈴
木

綱
平

奥
山

雅
哉

原
田

宗
輔

村
瀬

洋
朗

大
寄

悦
加

國
井

香
里

宮
本

浩
治

向

健
志

船
戸

容
子

西
谷

大
吾

平
手
健
太
郎

小
林

健
留

堀

一
策

小
川

貴
寛

島
田

尚
人

中
畑

啓
輔

石
川

慧
子

北
川

幸
代

小
林

礼
子

南
雲

大
輔

大
倉

靖
広

渡

充
昭

判
事
兼
簡
易
裁
判
所
判
事
に
任
命
す
る
（
各
通
）

特
命
全
権
大
使

松
永

一
義

願
に
依
り
本
官
を
免
ず
る
（
以
上
十
月
十
六
日
）

法

務

省

〇
定
年
退
官

大
阪
区
検
察
庁
副
検
事
坂
東
逸
人
は
、
検
察
庁
法
第
二

十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
十
月
十
八
日
限
り
定
年
退

官

最
高
裁
判
所

東
京
高
等
裁
判
所
判
事
・
東
京
簡

易
裁
判
所
判
事

岡
田

伸
太

仙
台
高
等
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

部
の
事
務
を
総
括
す
る
者
に
指
名
す
る

仙
台
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る
（
十
月
八
日
）

京
都
簡
易
裁
判
所
判
事

齋
藤

正
人

京
都
簡
易
裁
判
所
に
お
け
る
司
法
行
政
事
務
を
掌
理
す
る

者
に
指
名
す
る

大
阪
簡
易
裁
判
所
判
事

足
立

和
城

京
都
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る
（
以
上
十
月
十
日
）

〇
定
年
退
官

判
事
兼
簡
易
裁
判
所
判
事
倉
澤
守
春
は
十
月
七
日
限
り

本
官
た
る
判
事
が
定
年
退
官
と
な
り
同
時
に
兼
官
た
る
簡

易
裁
判
所
判
事
も
退
官
と
な
る

簡
易
裁
判
所
判
事
松
田
亨
は
十
月
九
日
限
り
定
年
退
官





官
庁
報
告

登
録
番
号

商
号
、
名
称
又
は
氏
名

貸
金
業
法
第
二
十
七
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項

令
和
８
年
９
月
16日
付
で
、
日
本
貸
金
業
協
会
へ
の
加

入
を
承
認
し
た
業
者

東
京
都
知
事


第
31774号

株
式
会
社
ア
イ
・
エ
ス
・

オ
ー

東
京
都
知
事


第
32073号

株
式
会
社
Ｍ
Ｄ
Ｆ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス

東
京
都
知
事


第
32075号

株
式
会
社
補
助
金
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

東
京
都
知
事


第
32077号

ダ
イ
ビ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
株
式

会
社

東
京
都
知
事


第
32078号

メ
ッ
ト
ラ
イ
フ
・
イ
ン
ベ
ス

ト
メ
ン
ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

株
式
会
社

神
奈
川
県
知
事


第
05057号

株
式
会
社
テ
イ
ク
ヒ
ル
ズ
ア

セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

大
阪
府
知
事


第
13045号

株
式
会
社
リ
フ
ァ
イ
ン
キ
ャ

ピ
タ
ル

変
更

年
月
日

登
録
番
号

変
更
後
の
商
号
、
名

称
又
は
氏
名
（
旧
商

号
等
）

日
本
貸
金
業
協
会
に
対
し
、
商
号
、
名
称
又
は
氏
名
の

変
更
の
報
告
が
あ
っ
た
業
者

令
和
８
年

８
月
１
日
東
京
都
知
事


第
31844号

株
式
会
社
ネ
ク
ス
レ

イ
・
キ
ャ
ピ
タ
ル

（
株
式
会
社
レ
ー
サ

ム
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
）

登
録
番
号

商
号
、
名
称
又
は
氏
名

令
和
８
年
９
月
16日
付
で
、
日
本
貸
金
業
協
会
か
ら
の

脱
退
を
理
事
会
に
報
告
し
た
業
者
（
廃
業
）

北
海
道
知
事


石
第
02894号

北
海
商
事

愛
知
県
知
事


第
01351号

光
商
会

栃
木
県
知
事


第
00936号

ド
リ
ー
ム
信
販

鹿
児
島
県
知
事


大
支
第
00192号

有
限
会
社
プ
ラ
ス
（
キ
ャ
ッ

シ
ン
グ
ロ
ー
ン
わ
か
ば
）

関
東
財
務
局
長


第
01503号

ａ
ｕ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
サ
ー

ビ
ス
株
式
会
社

宮
崎
県
知
事


第
00211号

株
式
会
社
東
産
業

東
京
都
知
事


第
31672号

Ｄ
Ｍ
Ｍ
ロ
ー
ン
診
断
株
式
会

社

令和年月日 水曜日 第号官 報

官
庁
事
項

貸
金
業
法
（
昭
和
五
十
八
年
法
律
第
三
十
二
号
）
第
三

十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
日
本
貸
金
業
協
会
よ
り

届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
四
十
一
条
の
十
二
第
四
号

の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日金

融
庁
長
官

伊
藤

豊

法

務

公
証
人
任
免

東
京
法
務
局
所
属
公
証
人
中
山
顕
裕
は
願
に
よ
り
公
証

人
を
免
ぜ
ら
れ
た
。

大
野
和
明
は
公
証
人
に
任
命
さ
れ
、
東
京
法
務
局
所
属

公
証
人
中
山
顕
裕
の
後
任
を
命
ぜ
ら
れ
た
。（
以
上
十
月
七

日
）（
法
務
省
）





公 告

令
和

年


月


日
水
曜
日

第




号

官
報

諸 事 項

工 場 財 団
東京都新宿区上落合３丁目10番８号株式会社

オーバルの横浜市金沢区福浦１丁目９番地の５株
式会社オーバル横浜事業所の機械器具等を追加す
る変更登記申請に係る動産につき権利を有する
者、差押、仮差押又は仮処分債権者は、本日から
32日以内に権利を申し出て下さい。
令和８年 10 月 21 日

横浜地方法務局金沢出張所

相続財産清算人の選任及び相
続権主張の催告





令
和

年


月


日
水
曜
日

第




号

官
報





令
和

年


月


日
水
曜
日

第




号

官
報

失 踪 宣 告

公 示 催 告

失踪に関する届出の催告





令
和

年


月


日
水
曜
日

第




号

官
報

除 権 決 定

破産手続開始






令
和

年


月


日
水
曜
日

第




号

官
報


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令
和

年


月


日
水
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月


日
水
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月


日
水
曜
日

第




号

官
報

破産手続開始及び免責許可申
立てに関する意見申述期間





令
和

年


月


日
水
曜
日

第




号

官
報


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令
和

年


月


日
水
曜
日

第




号

官
報


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令
和

年


月


日
水
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月


日
水
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月


日
水
曜
日

第




号

官
報

破産手続開始・破産手続廃止
及び免責許可申立てに関する
意見申述期間






令
和

年


月


日
水
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月


日
水
曜
日

第




号

官
報

破産債権の届出期間及び一般
調査期日

破産管財人変更

書面による計算報告






令
和

年


月


日
水
曜
日

第




号

官
報

特別清算開始
令和8年（ヒ）第3029号
大阪府八尾市植松町二丁目６番11号
清算株式会社 株式会社からここマーケット
代表清算人 小林 雅代
１ 決定年月日 令和8年10月6日
２ 主文 清算株式会社につき特別清算の開始を
命ずる。

大阪地方裁判所第６民事部
令和８年（ヒ）第１２号
東京都町田市原町田６－９－８アエタ町田４階
清算株式会社 株式会社アングラーズ
代表清算人 若槻嘉亮
１ 決定年月日 令和８年１０月６日
２ 主文 清算株式会社につき特別清算の開始を
命ずる。

東京地方裁判所立川支部民事第４部

特別清算終結

令和８年（ヒ）第1001号
長野市鶴賀権堂町２３１２番１号
清算株式会社 シソーラス株式会社
代表清算人 荒 井 雄 彦
１ 決定年月日 令和８年１０月５日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

長野地方裁判所民事部

特別清算協定認可

令和８年（ヒ）第１００４号
名古屋市東区東桜１丁目１０番９号
清算株式会社 ＣＪ株式会社
代表清算人 小栗徳丸
１ 決定年月日 令和８年９月３０日
２ 主文 次の協定を認可する。
協定
１ 清算株式会社は、協定債権者Ｅを除く別紙記
載の協定債権者（以下「本協定債権者」という。）
に対し、本協定の認可の決定が確定した日から
１か月以内に、各協定債権者に対して、下記記
載の金額を弁済する。

記
協定債権者Ａ 金581,266円
協定債権者Ｂ 金535,304円
協定債権者Ｃ 金8,652円
協定債権者Ｄ 金22,053円
２ 本協定債権者は、前項の金員の弁済を受けた
ときは、清算株式会社に対し、各本協定債権者
から各弁済額を控除した残額につきその債務を
免除する。
３ 協定債権者Ｅは、清算株式会社に対する協定
債権の全額につき、その債務を免除する。
４ 第１項の弁済の後、清算株式会社に新たな財
産が発見されたときは、清算株式会社は、これ
を速やかに換価し、各本協定債権者に対し、換
価代金から必要な費用を控除した残額を各協定
債権額の割合に応じて弁済する。この場合にお
いては、各本協定債権者が前項の規定により
行った免除は、新たにされた弁済の限度で効力
を失う。

以上
名古屋地方裁判所民事第２部

（別紙）
協定債権者目録

協定債権者Ａ 愛知県信用保証協会
協定債権者Ｂ 名古屋市信用保証協会
協定債権者Ｃ 一般社団法人サービスデザイン

推進協議会
協定債権者Ｄ 株式会社三菱ＵＦＪ銀行
協定債権者Ｅ 小栗徳丸

以上
令和８年（ヒ）第４号
徳島県徳島市佐古八番町２番１０号
清算株式会社 株式会社ラウドネス
代表清算人 吉岡 祐子

１ 決定年月日 令和８年１０月５日
２ 主文 次の協定を認可する。
協 定

１ 清算株式会社は、別紙協定債権者一覧記載の
各協定債権者（以下「各協定債権者」という。）
に対し、本協定の認可の決定が確定した日から
１か月以内に、換価代金総額から特別清算手続
に必要な費用等を控除した残額を、各協定債権
額に応じて按分して弁済する。なお各協定債権
のうち特別清算開始決定日以後の利息債権及び
遅延損害金請求権については本協定認可決定確
定時に全額免除する。
２ 各協定債権者は、前項の規定による弁済を受
けたときは、清算株式会社に対し、各協定債権
額から各弁済額を控除した残額につき、その債
務を免除する。
３ 第１項の弁済後、清算株式会社に新たな財産
が発見されたときは、清算株式会社は、これを
速やかに換価し、各協定債権者に対し、換価代
金から必要な費用を控除した残額を各協定債権
額の割合に応じて弁済する。この場合において
は、各協定債権者が前項の規定により行った免
除は、新たにされた弁済の限度で効力を失うも
のとする。

徳島地方裁判所民事部
（別紙）

協定債権者一覧
株式会社三菱ＵＦＪ銀行
株式会社三井住友銀行
株式会社日本政策金融公庫
株式会社高知銀行
株式会社香川銀行
徳島県信用保証協会

令和８年（ヒ）第２７号
さいたま市南区神明１丁目１番４号
清算株式会社 株式会社エコ・テクノ・ジャパ
ン
代表清算人 山口 壽夫
１ 決定年月日 令和８年10月６日
２ 主文 次の協定を認可する。

協 定
１ 各協定債権者は、清算株式会社に対し、そ
の債権額を全額放棄する。
２ 清算人は、清算株式会社に新たな財産が発
見されたときは、速やかにこれを換価し、各
協定債権者に対し、換価代金から必要な費用
を控除した残額を協定債権額の割合に応じて
支払う。この場合においては、各協定債権者
が前項の規定により行った残債権の放棄は、
新たにされた弁済の限度で効力を失うものと
する。

さいたま地方裁判所第３民事部

更生手続における保全管理命令

令和８年（ミ）第９号
千葉県柏市十余二３４８番地
開始前会社 昭和ホールディングス株式会社
１ 主文 更生手続開始の申立てにつき決定があ
るまでの間、開始前会社の業務及び財産に関し、
保全管理人による管理を命ずる。
２ 保全管理人 東京都中央区八丁堀四丁目１番
３号 宝町ＴＡＴＳＵＭＩビル５階 岩崎法律
事務所 弁護士 岩崎 晃
令和８年１０月１日

東京地方裁判所民事第２０部
更生手続における保全管理命
令取消

令和８年（ミ）第６号
千葉県柏市十余二３４８番地
開始前会社 昭和ホールディングス株式会社
主文 令和８年7月１７日にした保全管理命令
を取り消す。
令和８年１０月１日

東京地方裁判所民事第２０部



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和

年


月


日
水
曜
日

第




号

官
報

再生手続開始

小規模個人再生による再生手
続開始



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和

年


月


日
水
曜
日

第




号

官
報
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



令
和

年


月


日
水
曜
日

第




号

官
報

小規模個人再生による書面決
議に付する決定



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和

年


月


日
水
曜
日

第




号

官
報


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令
和

年


月


日
水
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月


日
水
曜
日

第




号

官
報

給与所得者等再生による再生
手続開始

給与所得者等再生による再生
計画案についての意見聴取

給与所得者等再生による再生
計画認可

所在等不明共有者の持分の取
得の裁判に関する異議の催告


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和

年


月


日
水
曜
日

第




号

官
報

所有者不明土地及び建物管理
命令に関する異議の催告

所有者不明土地管理命令に関
する異議の催告






令和年月日 水曜日 第号官 報

会
社
そ
の
他
の
公
告

合
併
公
告

左
記
法
人
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
一
切
を
承

継
し
て
存
続
し
、
乙
は
解
散
す
る
こ
と
を
決
定
い
た
し
ま

し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
一
日
で
あ
り
、
両
法

人
の
総
社
員
の
同
意
は
令
和
八
年
十
月
一
日
に
終
了
し
て

お
り
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
て
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告

を
掲
載
し
た
日
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
一
丁
目
三
九

八
番
地
一
ア
ド
グ
レ
イ
ス
大
宮
七
階

（
甲
）
司
法
書
士
法
人
穂

代
表
社
員

山
中
健
太
郎

京
都
市
中
京
区
錦
小
路
通
室
町
西
入
天
神
山
町
二

八
〇
番
地
石
勘
ビ
ル
五
階（

乙
）
司
法
書
士
法
人
奏

社
員

石
川

誉
人

社
員

横
野

正
典

社
員

盛

真
琴

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。
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令
和
八
年
十
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二
十
一
日

福
岡
市
博
多
区
神
屋
町
四

二

五
〇
一
号

（
甲
）
株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｌ

Ｊ
Ｅ
Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｒ
Ｙ

代
表
取
締
役

李

成
倫

福
岡
市
博
多
区
神
屋
町
四

二

四
〇
二
号

（
乙
）
株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｌ

Ａ
Ｕ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

代
表
取
締
役

李

成
倫

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
、
丙
及
び
丁
の
権
利
義

務
全
部
を
承
継
し
て
存
続
し
乙
、
丙
及
び
丁
は
解
散
す
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）h
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令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

福
岡
市
博
多
区
神
屋
町
四

二

（
甲
）
Ｊ
Ｔ
Ｌ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

李

成
倫

福
岡
市
博
多
区
奈
良
屋
町
一
四

二
〇

一
Ｆ

（
乙
）
株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｌ

Ａ
Ｄ
Ｖ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ

代
表
取
締
役

李

成
倫

福
岡
市
博
多
区
奈
良
屋
町
一
四

二
〇

一
Ｆ

（
丙
）
株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｌ

Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｌ
Ｕ
Ｄ
Ｅ

代
表
取
締
役

李

成
倫

福
岡
市
博
多
区
奈
良
屋
町
一
四

二
〇

一
Ｆ

（
丁
）
株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｌ

Ａ
Ｒ
Ｔ

代
表
取
締
役

李

成
倫

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
経
営
管
理
部
門

（
資
産
管
理
部
門
・
シ
ス
テ
ム
推
進
室
・
子
会
社
支
配
管

理
事
業
）
お
よ
び
経
理
部
そ
の
他
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
部
門

に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
二
十
五
日

掲
載
頁

一
六
二
頁
（
号
外
第
一
四
〇
号
）

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

北
海
道
岩
見
沢
市
志
文
町
九
六
六
番
地
一
五

（
甲
）
株
式
会
社
志
ア
セ
ッ
ト

代
表
取
締
役

横
山

尚
彦

北
海
道
岩
見
沢
市
志
文
町
九
六
六
番
地
一
五

（
乙
）
株
式
会
社
北
辰

代
表
取
締
役

葛
西

和
光

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
不
動
産
賃
貸
事

業
、
太
陽
光
発
電
売
電
事
業
、
オ
ペ
リ
ー
ス
保
有
事
業
及

び
株
式
会
社
リ
ョ
ウ
サ
ン
の
株
式
保
有
事
業
に
関
す
る
権

利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
一
日
で
あ
り
、
甲
及

び
乙
の
株
主
総
会
の
承
認
決
議
は
令
和
八
年
十
月
一
日
に

終
了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
九
日

掲
載
頁

一
七
五
頁
（
号
外
第
二
二
三
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
九
日

掲
載
頁

一
七
五
頁
（
号
外
第
二
二
三
号
）

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

東
京
都
品
川
区
広
町
二
丁
目
一
番
三
号

Ｏ
Ｉ
Ｍ

Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
・
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｋ
Ｓ
・
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｎ

Ｃ
Ｅ
一
四
一
八
号
室

（
甲
）
株
式
会
社
お
ひ
さ
ま
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

代
表
取
締
役

廣
海

勝
也

徳
島
県
徳
島
市
応
神
町
応
神
産
業
団
地
六
番
四

（
乙
）
株
式
会
社
ク
ラ
シ
オ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

代
表
取
締
役

廣
海

勝
也

新
設
分
割
公
告

当
社
は
、
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

イ
ス
株
式
会
社
（
住
所
東
京
都
小
金
井
市
東
町
二
丁
目
一

番
一
二
号
）
に
対
し
て
当
社
の
資
産
管
理
事
業
の
一
部
に

関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

東
京
都
小
金
井
市
東
町
二
丁
目
一
番
一
二
号

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
有
限
会
社

取
締
役

降
旗
真
寿
幸

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

千
葉
県
野
田
市
清
水
四
三
四
番
地
四
二

合
資
会
社
三
姫

代
表
社
員

山
下

誠

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

東
京
都
日
野
市
大
字
日
野
二
七
〇
番
地
の
四

合
同
会
社
Ｆ
Ｕ
Ｌ
Ｌ
Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｔ

代
表
社
員

大
熊

聡

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
一
日
で
あ
り
、
組
織

変
更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
ア
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
と
し
ま

す
。こ

の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

東
京
都
北
区
堀
船
二
丁
目
二
番
一
五
号

合
同
会
社
ア
ル
フ
ァ
ー
ス
ト

代
表
社
員

中
西

順
子

新
設
分
割
公
告

当
社
は
、
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
Ｒ
Ｉ
Ｚ
Ａ
Ｐ
グ

ロ
ー
バ
ル
ア
ン
ド
リ
テ
ー
ル
株
式
会
社
（
東
京
都
新
宿
区

西
新
宿
八
丁
目
一
七
番
一
号
）
に
対
し
て
当
社
の
Ａ
Ｐ
Ｏ

Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
の
屋
号
を
用
い
た
小
売
販
売
の
事
業
及
び
海
外

事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
並
び
に
国
内
事
業
に
関
す
る
権

利
義
務
の
一
部
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
五
日

掲
載
頁

四
頁

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
八
丁
目
一
七
番
一
号

Ｒ
Ｉ
Ｚ
Ａ
Ｐ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

瀬
戸

健

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

東
京
都
新
宿
区
荒
木
町
一
五
番
地
サ
ン
シ
ャ
ト
ー

四
谷
六
〇
二

ア
ク
テ
ィ
ブ
サ
ポ
ー
ト
ジ
ャ
パ
ン
合
同
会
社

代
表
社
員

西
澤

俊
志





令和年月日 水曜日 第号官 報
組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

東
京
都
府
中
市
四
谷
一

一
六

六
一

Ｏ
ｒ
ｇ
ａ
合
同
会
社

代
表
社
員

多
田

勇
輝

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。
こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

東
京
都
港
区
高
輪
二
丁
目
一
六

四
九
モ
ア
ニ
高

輪
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
一
階

合
同
会
社
縁
樹

代
表
社
員

大
串

千
晶

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

神
奈
川
県
横
浜
市
中
区
日
本
大
通
三
三
番
地
神
奈

川
県
住
宅
供
給
公
社
ビ
ル
二
階

コ
モ
ハ
ウ
ス
合
同
会
社

代
表
社
員

向
谷
地

佑

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

石
川
県
鳳
珠
郡
能
登
町
字
太
田
原
一
六
字
二
四
番

地
甲

合
同
会
社
お
お
だ
わ
ら

代
表
社
員

谷
内
健
一
郎

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

岐
阜
県
羽
島
市
福
寿
町
平
方
四
丁
目
四
五
番
地
一

合
同
会
社
リ
ベ
ル
テ
ィ

代
表
社
員

杉
江

拓
弥

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

滋
賀
県
大
津
市
仰
木
の
里
東
七
丁
目
八
番
七
号

カ
イ
ザ
ー
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ア
ン
ド
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
合
同
会
社

代
表
社
員

富
澤

尚
也

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

大
阪
府
箕
面
市
箕
面
六
丁
目
四

四
三

Ｍ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
ｚ

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
合
同
会
社

代
表
社
員

橋
本
ゆ
か
り

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
八
千
三
百
八
十
五
万
円
減
少

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
南
三
丁
目
一
番
二
六
号

株
式
会
社
Ｐ
ｅ
ｒ
ｃ
ｅ
ｐ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

Ｑ
ｕ
ａ

ｎ
ｔ
ｕ
ｍ

代
表
取
締
役

松
原

高
司

準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
準
備
金
の
額
を
一
億
七
千
二
百
五
十
一

万
九
千
九
百
八
十
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

横
浜
市
鶴
見
区
下
末
吉
五
丁
目
四
番
二
二
号

株
式
会
社
中
山
Ｈ
Ｄ

代
表
取
締
役

中
山

嶺
夫

準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
準
備
金
の
額
を
二
億
一
千
六
百
八
十
五

万
七
千
六
百
二
十
四
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。こ

の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
確
定
し
た
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

新
潟
県
長
岡
市
新
陽
一
丁
目
一
五
番
地

ジ
ャ
ス
テ
ム
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

新
保

良
成

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、資
本
金
の
額
を
十
一
億
七
千
七
百
五
十
万
円
、

資
本
準
備
金
の
額
を
十
一
億
七
千
七
百
五
十
万
円
減
少
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載
紙

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

掲
載
頁

二
頁

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

東
京
都
世
田
谷
区
鎌
田
四
丁
目
一
八
番
一
五
号

平
和
運
輸
株
式
会
社

代
表
取
締
役

澁
澤

善
文

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
二
十
三
億
七
千
七
百
五
十
万

円
、
資
本
準
備
金
の
額
を
二
十
三
億
七
千
七
百
五
十
万
円

減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載
紙

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

掲
載
頁

二
頁

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

東
京
都
大
田
区
南
蒲
田
二
丁
目
四
番
一
四
号

日
本
航
運
株
式
会
社

代
表
取
締
役

澁
澤

善
文

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
三
千
五
百
十
万
円
、
資
本
準

備
金
の
額
を
一
千
二
百
六
十
万
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

東
京
都
武
蔵
野
市
中
町
二
丁
目
一
番
一
五
号

有
限
会
社
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

取
締
役

中
平

彰

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
四
億
八
千
九
百
八
十
万
円
、

資
本
準
備
金
の
額
を
二
十
億
三
千
百
二
十
三
万
四
千
二
百

四
十
五
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

h
ttp

s://w
w

w
.tek

w
in

d
.co

.jp
/

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

東
京
都
文
京
区
湯
島
三
丁
目
一
九
番
一
一
号

テ
ッ
ク
ウ
イ
ン
ド
株
式
会
社

代
表
取
締
役

川
﨑

兵
庫

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
九
千
万
円
、
資
本
準
備
金
の

額
を
二
十
二
億
八
千
百
二
十
一
万
二
千
二
百
八
十
七
円
減

少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

h
ttp

s://w
w

w
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o
u
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m
p
a
n
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令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
二
丁
目
三
番
二
号
大
手

町
プ
レ
イ
ス
イ
ー
ス
ト
タ
ワ
ー
六
階

株
式
会
社
マ
ウ
ス
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

代
表
取
締
役

軣

秀
樹

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
七
十
五
億
六
千
五
百
八
十
七

万
七
千
五
百
円
、
資
本
準
備
金
の
額
を
十
五
億
九
千
七
百

九
十
二
万
四
千
九
百
七
十
三
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
四
月
十
日

掲
載
頁

四
頁

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

神
奈
川
県
川
崎
市
川
崎
区
扇
町
一
二
番
二
号

株
式
会
社
Ｊ
Ｅ
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

代
表
取
締
役

髙
尾

正
樹





令和年月日 水曜日 第号官 報
資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
八
六
五
〇
万
円
、
資
本
準
備

金
の
額
を
八
六
五
〇
万
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。こ

の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

掲
載
頁

八
十
四
頁
（
号
外
第
一
八
七
号
）

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

静
岡
県
浜
松
市
中
央
区
和
合
町
一
九
三
番
地
の
一

フ
カ
ヤ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

深
谷

充
男

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、資
本
金
の
額
を
三
億
九
千
五
百
五
十
八
万
円
、

資
本
準
備
金
の
額
を
四
億
五
十
八
万
円
減
少
し
、
そ
れ
ぞ

れ
五
百
万
円
、
〇
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
十
日

掲
載
頁

一
四
〇
頁
（
号
外
第
一
七
九
号
）

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

愛
知
県
安
城
市
和
泉
町
上
之
切
一
六
番
地
二

沓
名
株
式
会
社

代
表
取
締
役

沓
名

俊
裕

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
八
千
八
百
万
円
、
資
本
準
備

金
の
額
を
四
千
二
百
八
十
一
万
五
千
三
十
二
円
減
少
す
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

h
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n
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m
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令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

大
阪
市
浪
速
区
日
本
橋
四
丁
目
一
六
番
一
号

株
式
会
社
ユ
ニ
ッ
ト
コ
ム

代
表
取
締
役

端
田

泰
三

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
一
月
六
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
、
公
告
し
ま
す
。
な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無

効
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
定
款
を
変
更
し
て
譲
渡
に
よ
る
株
式
の
取
得
に

つ
き
取
締
役
会
の
承
認
を
要
す
る
旨
の
定
め
を
設
け
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
一
月
二
十
五
日
で

す
。令

和
八
年
十
月
二
十
一
日

山
形
県
長
井
市
九
野
本
四
一
〇
四
番
地

興
栄
電
気
産
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

本
石

康
紀

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
定
款
を
変
更
し
て
譲
渡
に
よ
る
株
式
の
取
得

に
つ
き
株
主
総
会
の
承
認
を
要
す
る
旨
の
定
め
を
設
け
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
一
日
で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

大
阪
市
中
央
区
瓦
屋
町
一
丁
目
六
番
六
号

ナ
ニ
ワ
計
器
株
式
会
社

代
表
取
締
役

吉
内

一

任
意
清
算
公
告

当
社
は
、令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
解
散
し
、

会
社
法
第
六
六
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
総
社
員
の

同
意
に
よ
り
定
め
た
財
産
の
処
分
の
方
法
に
従
い
清
算
を

い
た
し
ま
す
の
で
、
こ
の
清
算
の
方
法
に
異
議
の
あ
る
債

権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申

し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
北
根
黒
松
八
番
一
二

三

一
一
号

合
名
会
社
中
谷
会
計
事
務
所

社
員

中
谷
美
智
子

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
二
十
五
億
六
千
万
円
減

少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の

と
お
り
で
す
。
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令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

東
京
都
港
区
六
本
木
一
丁
目
九
番
一
〇
号
ア
ー
ク

ヒ
ル
ズ
仙
石
山
森
タ
ワ
ー
四
〇
階

ア
プ
レ
フ
・
ジ
ャ
パ
ン
・
ワ
ン
特
定
目
的
会
社

取
締
役

ベ
ネ
ッ
ト
佳
恵
子

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
二
十
八
億
八
千
万
円
減

少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の

と
お
り
で
す
。
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令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

東
京
都
港
区
六
本
木
一
丁
目
九
番
一
〇
号
ア
ー
ク

ヒ
ル
ズ
仙
石
山
森
タ
ワ
ー
四
〇
階

ア
プ
レ
フ
・
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
特
定
目
的
会
社

取
締
役

ベ
ネ
ッ
ト
佳
恵
子

債
権
申
出
の
公
告
（
第
一
回
）

当
社
規
約
型
確
定
給
付
企
業
年
金
は
、
令
和
八
年
九
月

三
十
日
確
定
給
付
企
業
年
金
法
第
八
十
三
条
第
一
項
第
一

号
に
該
当
し
た
こ
と
に
よ
り
終
了
し
た
の
で
、
当
規
約
型

確
定
給
付
企
業
年
金
に
債
権
を
有
す
る
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期

間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま

す
。令

和
八
年
十
月
二
十
一
日

島
根
県
松
江
市
東
出
雲
町
揖
屋
六
六
七
番
地
一

Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｓ
株
式
会
社

（
旧
三
菱
農
機
販
売
株
式
会
社
）

規
約
型
確
定
給
付
企
業
年
金
清
算
人

岩
谷

裕
志

債
権
申
出
の
公
告
（
第
一
回
）

当
社
を
代
表
事
業
主
と
す
る
規
約
型
確
定
給
付
企
業
年

金
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
確
定
給
付
企
業
年
金
法
第

八
十
三
条
第
一
項
第
一
号
に
該
当
し
た
こ
と
に
よ
り
終
了

し
た
の
で
、
当
規
約
型
確
定
給
付
企
業
年
金
に
債
権
を
有

す
る
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は

清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

島
根
県
松
江
市
東
出
雲
町
揖
屋
六
八
六
番
地
一

リ
ョ
ー
ノ
ー
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
株
式
会
社

規
約
型
確
定
給
付
企
業
年
金
清
算
人

岩
谷

裕
志

訂
正
公
告

令
和
八
年
十
月
一
日
（
号
外
第
二
一
七
号
）
掲
載
の
解

散
公
告
中
、「
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
」

と
あ
る
は
「
令
和
八
年
十
月
十
三
日
開
催
の
株
主
総
会
」

の
誤
り
に
つ
き
訂
正
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
上
小
町
一
四
五
〇
番

地
の
一

株
式
会
社
東
京
サ
ー
ビ
ス

清
算
人

竹
内

儀
治

債
権
申
出
の
公
告
（
第
一
回
）

当
社
を
代
表
事
業
主
と
す
る
規
約
型
確
定
給
付
企
業
年

金
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
確
定
給
付
企
業
年
金
法
第

八
十
三
条
第
一
項
第
一
号
に
該
当
し
た
こ
と
に
よ
り
終
了

し
た
の
で
、
当
規
約
型
確
定
給
付
企
業
年
金
に
債
権
を
有

す
る
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は

清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

島
根
県
松
江
市
東
出
雲
町
揖
屋
六
六
七
番
地
一

Ｍ
Ａ
Ｍ
株
式
会
社

（
旧
三
菱
マ
ヒ
ン
ド
ラ
農
機
株
式
会
社
）

規
約
型
確
定
給
付
企
業
年
金
清
算
人

岩
谷

裕
志

取
消
公
告

令
和
八
年
七
月
十
四
日
（
号
外
第
一
五
七
号
）
掲
載
の

解
散
公
告
は
取
消
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

東
京
都
港
区
元
赤
坂
一
丁
目
一
番
七

一
二
〇
九

号
株
式
会
社
赤
坂
国
際
会
計
内

K
ita

sa
n
d
o

D
ev

elo
p
m

en
t 特
定
目
的
会
社

取
締
役

林

令
史


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